
平成２６年６月
検定農家への情報提供

(増刊)牛群検定通信 Ｎｏ４１
家畜改良事業団
T03-5621-8921

牛群検定の利活用などについて、解説記事を掲載しています
１ 全酪新報６月１日号 全国酪農協会

牛群検定ワンポイントレッスン その１２ ル－メンアシド－シス

２ 酪農ジャ－ナル６月号 酪農学園大学エクステンションセンタ－
牛群検定だより（第３回）牛群検定を活用して分娩間隔を短縮しよう！
我が国の分娩間隔は延びる一方ですが、分娩間隔が４００日未満の優良な検定牛頭数は４５．２％に
もなります。これはどういうことでしょうか？

３ ＬＩＡＪニュースＮｏ１４６ 平成２６年５月号（家畜改良事業団）
特集「牛群検定を暑熱対策に利用しよう！」
牛群検定情報「乳用牛群検定事業検定実施方法及び基準」
今回は、「新しい牛群検定成績表について」は、お休みしています。
http://liaj.lin.gr.jp/japanese/kentei/kentei.html 牛群検定情報 検索

ゲノミック評価の毛根検査等のスケジュ－ル
牛群検定システム高度化支援事業（補助元：(独)農畜産業振興機構）におけるゲノミック評価を

実施しています。ゲノミック評価は先ず毛根のＳＮＰ検査を受けることが最初になります。以下の
スケジュ－ルとなりますので、早めの検査申し込みをお願いします。

１ ２０１４－８月公表分
６月５日（木）毛根到着締切日 終了
９月ごろゲノミック評価値を送付予定

２ ２０１４－１１月公表分
９月２５日（木）毛根到着締切日 受付中
１２月～１月ごろゲノミック評価値を送付予定

３ ２０１５－２月公表分
１２月１８日（木）毛根到着締切日 予定
３月ごろゲノミック評価値を送付予定

なお、申し込みは日本ホルスタイン登録協会になりますが、
牛群検定加入が必要になります。ＳＮＰ検査する牛は、予め牛群検定に加入するように
お願いします。牛群検定システム高度化支援事業に参加していない場合も同様です。

暑くなってきました。暑熱対策の再点検を！
暑熱対策は、次の３つの面から検討しなければなりません。暑熱対策に「もう十分」はありませ

ん。常にチェックするようにしましょう。
①牛を暖めない（日射し対策や屋根の加工など）
②牛を冷やす（送風扇やミスト、毛刈りなど）
③牛から熱を出さない（良質粗飼料を夜の涼しい時に与える、十分な飲水など）

そして、牛群検定成績を使って次のようにモニタリングしてください。
１ 標準乳量

標準乳量とは、検定日に立会した１頭ごとの乳量を産次や分娩季節、搾乳日数などで補正した乳
量なので、異なる条件下にある牛たちを同じ土俵の上で比較することが可能な数値です。四季それ
ぞれの乳量も同じ土俵で比較することができます。
２ 体細胞数

７、８、９月は牛の体力（健康）が低下することで抵抗力が減り、乳房炎を罹患しやすく体細胞
数が増加する時期です。また、梅雨の６～７月、秋雨の９～１０月は湿気も高く注意が必要です。
湿気が高い時期にミストや散水を多用すると、牛床が乾燥しなかったり、牛体に付着した水滴が乾
燥せずに、乳房炎発症の温床となってしまうことがあります。
３ 繁 殖

夏季には繁殖性が低下してしまうことはよく知られているところです。暑熱がおよぼす繁殖への
影響としては、「良い発情が来ないので授精を見送る」という事例が多いことがあげられます。そこ
で、授精状況でモニタリングする内容としては、授精頭数の増減で行います。夏季の授精頭数が激
減していれば、夏バテから良い発情が来ていないことが推測できます。



蹄冠スコアと飛節スコアが検定成績表に掲載されます！
今年度からスタ－トした牛群検定システム高度化支援事業（補助元：(独)農畜産業振興機構）で

は、肢蹄の状況として、蹄冠と飛節のスコアを測定しています。現在、報告システムが十分でなく、
エクセルデ－タで報告頂いています。このエクセル報告分を６月１０日以後に発行された検定成績
表に表示することとしました。

なお、ハンディタ－ミナルによる報告システムの構築についても、現在作業中です。準備ができ
次第、お知らせします。

【蹄冠スコアと飛節スコアの利用】
蹄冠スコアは、蹄の状態を測定するもので、蹄葉炎や趾皮膚炎等の蹄病の目安となります。特に

濃厚飼料の多給等によりル－メンアシド－シスが発生した場合に、蹄葉炎を併発することが知られ
ています。スコア３以上は注意が必要で、これ以上悪化しないように、削蹄や飼料設計を見直すな
どの改善が必要となります。４以上になってしまった場合は、獣医師による治療が必要です。

飛節スコアは、飛節周辺の被毛や皮膚の状態を測定するもので、飼養環境の快適さ（牛床等）の
目安となります。やはりスコア３以上は注意が必要です。牛床の乾燥状態や除糞、カウトレ－ナ－
の調整などを確認してみてください。

どちらのスコアも生産性に大きく関与し、乳量・乳質の低下、繁殖性の低下を伴います。

新規検定農家募集中！
パワ－アップした「検定試行」をご利用ください！
家畜改良事業団では「乳用牛改良対策事業」により、牛群検定を半年間無料体験できるお試し検

定を本年度も実施します。従来は１０月までには検定試行を開始して頂かないと、年度内に補助対
象の半年間を満度に利用出来ませんでした。今回から、この部分を改めて、いつ検定試行を開始し
ても、半年間の補助が可能となりました。これを機会に、検定に未加入の農家に一声かけてみてく
ださい。

新規加入農家には、牛群検定成績の利活用（入門編）を解説したビデオをＤＶＤとテキスト
で配布しています。「利活用がよくわからない．．．」という方にも安心です。
なお、ビデオはインタ－ネットでも無料視聴できます。

http://seo.lin.gr.jp/elearning/user.html 畜産経営活性化 検索


